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　本論文の目的は、学校建築へのオープンスペ
ースの導入をもたらした教育思想ならびに教育
政策の変遷を跡づけるとともに、私立A小学
校におけるオープンスペース導入の経緯と導入
後の使用法に関する事例研究に基づき、現代日
本の学校教育におけるオープンスペースの有効
性について明らかにすることである。
1 章　問題の所在
　オープンスクールと総称されるものの、基本
的なコンセプトは「学習・生活のベースを一人
一人の子どもに置く」というものであり、既存
の学校教育及びその施設をオープン・システム
化させようと試みる学校である。その学校施設
の「オープン・システム化」の 1 つとして「オ
ープンスペース」が1970年代に登場する。
　しかしながら、現在、オープンスペースが持
つ様々な問題などから、オープンスペースの設
置を行う自治体がある一方、今後設置を行わな
い自治体が見られるなど、全ての学校にオープ
ンスペースが設置されていくという状況にはな
い。
　オープンスペースは、それ自体が「多目的」
な空間であるため、必要性が必ずしもはっきり
しない側面がある。そのため、オープンスペー
スが「様々な活動を促す」側面も期待されて現
代の学校空間に設置されていることを踏まえ、
本論文では 2 つのリサーチクエスションを設定
する。
　 1 つ目は、オープンスペースが必ずしも必要
とはされていない現状を把握するため、RQ 1
「オープンスペースとは、どのような社会的背
景の流れの中で設置が求められるようになって
きたのか」とした。
　 2 つ目は、RQ 2 「従来型学習環境にある普
通教室と比較した場合の、オープンスペースの
メリット・デメリットは何か？」である。
　そして、オープンスペースの「様々な活動を
促す」という側面を視野に入れ、メリットを「M
①オープンスペースでなければ果たせない機
能」、「M②普通教室でも果たせるが、オープ
ンスペースの方が果たしやすい機能」、デメリ
ットを「D①普通教室でなければ果たせない機
能」、「D②オープンスペースでも果たせるが、
普通教室の方が果たしやすい機能」という視点
で分析する。
　そして、オープンスペースのメリット・デメ
リットを示し、現代の日本で求められる学校教
育の中でのオープンスペースの有効性の検討を
行うこととする。
2 章　学校建築の変遷
　欧米諸国にならい、明治期に導入された近代
教育制度によって、教育内容が規定され、その
内容を配当時間内に教授するために、「同年齢
学習集団編成」、「一斉性」、「一斉授業」などが
導入され、「学校建築図説明及設計大要」に示
されたような「閉じた教室が廊下に並ぶタイプ
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の片廊下側校舎（従来型学習環境の学校）」が
形づくられた。　
　そして、大正期に入り大正新教育等の影響を
受けて特別教室の整備が進められ、戦後、学校
建築のモデルスクールとされる北側片廊下型の
西戸山小学校のような学校が日本の全国に建設
された。
　他方、戦後の「新教育指針」には「討議法」
などの実践が推奨されたり、1950年代後半にな
り、文部省の学習指導要領が新教育的な活動重
視から教科内容重視へと舵を切ったりするなど
学校を取り巻く状況は変化してきた。
　その変化の中でも、学校空間に大きな変化は
なかったことから、現代の日本で一般的にみら
れる従来型学習環境の学校は既に様々な活動や
学習に柔軟に対応できる機能を持っていた可能
性があると言える。
3 章　オ プーンスクールとオ プーンスペース
　日本のオープンスクールの代表例とされる福
光中部小学校では、学年スペースに可動間仕切
りを導入してスペースを構成の可変性を確保
し、緒川小学校ではそのような学校空間にある
オープンスペースを利用して「指導の個別化・
学習の個性化」が行われていた。
　今もなお、オープンスペースは一定数の学校
に設置されている状況にはあるが、騒音、視線
などの問題が生じることが指摘されていると共
に、「財政状況の厳しさ」や「自治体内の学校
改築サイクルの推進」など各自治体が持つ諸事
情などが絡み合い、「現在において全ての学校
にオープンスペースが設置されていくという状
況にはない」ことが伺えた。
　そのような自治体の「オープンスペースの設
置を行わない」という選択は、従来型学習環境
の学校のままでよいという判断をしているとも
言えることから、従来型学習環境の学校空間の
再検討を行った。
　緒川小学校の学習の個別化、個性化の教育実
践を、従来型学習空間の学校で行うことを仮定
して考察した結果、従来型学習空間の学校でも
様々な工夫をこらして代替的な方法があること
が伺えた。
　そして、現在の学校施設に求められる機能の
1 つとして「様々な活動を促す」ことが挙げら
れることを踏まえ、オープンスペースのメリッ
ト・デメリットを「オープンスペースの方が果
たしやすい機能」という観点を含めてA小学
校の事例研究を行うこととした。
4 章　オープンスペースの設置と利用に
関する事例研究
―A小学校を事例として―
　筆者が勤務するA小学校での調査は、主に「A
小学校での参与観察」、「A小学校の新校舎建設
に関わる資料」、「教員へのインタビュー」の 3
つの方法をとり、実際の使用状況や教員インタ
ビューなどの結果をM①・②、D①・②の観
点で考察を行った。
　その結果、M①、D①で主に挙げられた主な
項目は共に長期的な「展示機能・収納機能」で
あることから、「～でなければ果たせない機能」
は、普通教室とオープンスペースどちらにも優
位性がないことがわかった。
　D②で挙がった「閉じられた静かで集中でき
る教室環境」は、開閉が可能な可動式間仕切り
を持ったオープンスペースにも代替機能がある
ことから、「可動式の間仕切りを持ったオープ
ンスペースは、普通教室と同等の機能を持つ」
こととした。
　そして、普通教室に比べて、オープンスペー
スは、M②で挙げられた項目があるため「可
動式の間仕切りを持ったオープンスペースは、
普通教室と同等の機能を持ち、かつ普通教室よ
りも果たしやすい機能を持つ」ことを導いた。
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5 章　結論
　 2 章より、明治期に形づくられた従来型学習
環境の学校空間は既にある程度の柔軟性を備え
ていたと考えられる事に加え、 3 章でとりあげ
たオープンスクールで行われていた学習の個別
化、個性化の教育実践は従来型学習環境の学校
空間でも代替的な実践を行える可能性があるこ
とから、現代の学校で「オープンスペースでな
ければ果たせない機能」は少ないという見解に
至る。　
　そして、 4 章で考察を行い得た知見「可動式
の間仕切りを持ったオープンスペースは、普通
教室と同等の機能を持ち、かつ普通教室にはな
いメリットを持つ」を踏まえて、「オープンス
ペースは必ずしも必要ではないが、あった方が
望ましい」を結論とした。
